
世耕元経産相の『年内最後の会見の可能性もあるので、良いお年を』という発言を切取り、
自民党は総理が桜を見る会問題を説明したから『良いお年を』と言ったと印象操作し批判する報ステ。
また同日に開催された河村市長の表現の不自由展に関する記者会見はどこのメディアも報じず。

マスコミは自分達の都合が良い情報しか流す気がないのでは？

河村市長記者会見（2019年12月10日 ニコ生）
表現の自由なら嘘でも何でもやれるのか？

12月10日に河村たかし名古屋市市長が天皇陛下をガスバーナーで焼き踏み潰す
映像が展示されてた“あいちトリエンナーレ”に関する会見を開いた。
河村市長は「昭和天皇陛下をバーナーで焼いて足で踏み潰す映像は隠されてた。

資料では“遠近を抱えて Part1”だったが、展示は陛下を焼くPart2」とと表現の不
自由展実行委員会が天皇陛下侮辱映像を隠して申請したと明かした。
また天皇陛下侮辱映像を報じないマスコミについて「今日もマスコミは来てるが

慰安婦像のみしか報道しなかった。表現の自由といって中日新聞・朝日新聞・NH
Kなどのマスコミを巻き込んだら嘘でも何でもやれるのか？それはいかん！」とマ
スコミに怒りをあらわにした。
そして大村知事についても「表現の不自由展は大村知事の完全独断・独裁でやっ

たことで話合いも応じなかった。大村は記者会見で『河村は憲法違反！ナチス！』
と言ったがどちらが独裁？ナチス扱いには携帯で謝罪があったので『会見で謝罪を』
と言ったら無視された。話合いも何度要請しても無視」と大村知事の言動に苦言を
呈した。
尚、会場には表現の不自由展の芸術監督だった津田大介が来ており、河村市長か

ら名指しで批判されるも津田は一切反論も質問もせず、会見終了後に河村市長に文
句を言った後に、河村市長が居ない場所で隠れて会見を開き一方的に反論をしてた。

桜報道野党やマスコミに都合が悪いことが起きると…
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